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晴れ姿、あでやかに

主な内容

●特集　誓い新たに新成人

●災害に強いまちを目指して



夢
ふ
く
ら
む
、

二
十
歳

１
月
10
日
の
成
人
の
日
、
度
会

町
で
は
、１
２
５
人
（
男
子
56
人
、

女
子
69
人
）
の
皆
さ
ん
が
、
晴
れ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
去
る
１
月
９
日
、
１
０

９
人
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
町
中

央
公
民
館
で
新
成
人
を
祝
う
成
人

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
粛
々
と
進
み
、
度
会
町

長
は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ま
方
か
ら

「
21
世
紀
は
皆
さ
ん
の
時
代
で
す
。

成
人
と
な
っ
た
こ
と
に
自
覚
を
も

ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
し
、
社
会

の
た
め
に
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
友
人
と
の
交
流
を
深
め
、

よ
り
良
い
絆
を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
い
っ
た
温
か
い
励
ま
し
や
お
祝

い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
皆
さ
ん
で
記
念

撮
影
を
行
い
、
引
き
続
き
『
バ
ザ

ー
ル
わ
た
ら
い
』
で
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
況
談
話
や

携
帯
電
話
番
号
の
交
換
、
ス
ナ
ッ

プ
写
真
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

特集　誓い新たに新成人特集　誓い新たに新成人

成 人 式

決 意 新 た に
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

い
つ
も
明
る
く
元
気
な
看
護
師

に
な
る
の
が
夢
で
す
。
が
ん
ば
り

ま
す
。

新成人代表で誓いを述べた

山本　典宏さん（脇 出）

? ?
?

どんな大人に
なりたいですか？

何か夢はありますか？

責
任
感
の
持
て
る
大
人
に
な
り

た
い
で
す
。
先
生
に
な
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

新成人代表で記念品を受け取った

山下　領子さん（大野木）

思
い
や
り
の
あ
る
男
性
に
な
り

た
い
で
す
。
温
か
い
家
庭
を
作
り

た
い
で
す
。

柳谷　英伸さん（上久具）

多
く
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
大

人
に
な
り
た
い
で
す
。
薬
剤
師
に

な
っ
て
み
ん
な
が
健
康
に
生
活
で

き
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
な
ぁ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒井　美晴さん（麻加江）

製
菓
衛
生
師
に
な
る
こ
と
を
夢

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

小林　　遥さん（南中村）

責
任
感
の
あ
る
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。
将
来
は
度
会
町
の
自
然

に
囲
ま
れ
て
生
活
し
た
い
で
す
。

大西　将文さん（棚 橋）

人
間
的
に
成
長
し
た
い
で
す
。

度
会
町
の
山
や
川
が
大
好
き
で
す
。

中野　　駿さん（棚 橋）

度
会
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
度
会
町　

最
高
！
家
庭
を

持
っ
て
、幸
せ
に
な
り
た
い
で
す
。

山本　祐介さん（火打石）

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
れ

た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強

し
て
い
き
た
い
で
す
。

奥野　佐和さん（伊勢市）

自
分
自
身
で
考
え
る
こ
と
、
周

り
の
人
を
想
う
こ
と
の
で
き
る
人

間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 奥本　典子さん（小 川）

立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
で
す
。

奥田　　実さん（大野木）

夢輝かせる新成人

旧友との再会に笑み

3 （№ 475）



◎
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
人

役
場
で
は
毎
年
、
こ
の
時
期
に

町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
上
の
と
お
り
、

申
告
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

老
人
保
健
・
福
祉
医
療
・
児
童

手
当
の
給
付
、
国
民
健
康
保
険
税

の
算
定
、
奨
学
金
の
受
給
・
資
金

借
入
申
込
等
に
所
得
の
証
明
が
必

要
な
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
と
き
に
困
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
所
得
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
正
し
い
申
告
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
度

会
町
に
居
住
し
、
平
成
16
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
営
業
等
、
農
業
、
不
動
産
、
配

当
、
譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

•
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人

•
勤
務
先
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

人
•
平
成
16
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
さ
れ
た
人

•
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

◎
申
告
に
お
持
ち

　

い
た
だ
く
も
の

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。申

告
用
紙
、
平
成
16
年
中
の
収

支
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
、
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費

の
領
収
書
な
ど
、
そ
れ
に
印
鑑
を

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
人
に
２
月
中
旬
頃

に
送
付
し
ま
す
。
申
告
用
紙
が
届

か
な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
上
記
申
告
相
談
日

に
申
告
が
で
き
な
い
人
は
、
３
月

１
日
か
ら
３
月
15
日
（
３
月
２
・

３
日
お
よ
び
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
所
得
控
除
の
措
置
を
し
な
い

で
税
金
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
課
（
☎
６

２

―

２
４
１
４
）

平成16年分　町県民税申告相談日程
月　日 曜日 受付時間 相談会場 対象字名

２月１８日 金
午前９：３０～１２：００

一之瀬公民館
小萩・市場・脇出・和井野

午後１：００～　４：００ 柳・南中村・川上

２月２１日 月
午前９：３０～１２：００

麻加江生活改善センター
田口・立花

午後１：００～　４：００ 坂井・注連指

２月２２日 火
午前９：３０～１２：００

麻加江生活改善センター
長原

午後１：００～　４：００ 麻加江

２月２３日 水
午前９：３０～１２：００

中之郷生活改善センター
川口・栗原・中之郷・五ヶ町

午後１：００～　４：００ 日向・小川・火打石・駒ヶ野

２月２４日 木
午前９：３０～１２：００

度会町役場（大会議室）
下久具・上久具・田間

午後１：００～　４：００ 立岡・大久保・葛原

２月２５日 金
午前９：３０～１２：００

度会町役場（大会議室）
棚橋

午後１：００～　４：００ 大野木

２月２８日 月
午前９：３０～１２：００

度会町役場（大会議室）
平生・当津・茶屋広

午後１：００～　４：００ 鮠川・牧戸・宮ノ西自治会・
度会団地自治会

町県民税の
申告相談所を開設
町県民税の
申告相談所を開設
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平
成
12
年
か
ら
15
年
の
４
年
間

に
わ
た
り
、
米
政
策
『
水
田
を
中
心

と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
の
活
性

化
対
策
等
…
米
需
給
の
均
衡
、
計

画
生
産
、
米
価
の
安
定
、
麦
・
大
豆
・

飼
料
作
物
の
本
格
生
産
を
目
指
す
』

の
一
環
と
し
て
、
米
の
生
産
調
整

が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
16
年
産
か
ら
の
国
の
米
政
策

大
綱
に
基
づ
き
、
17
年
産
米
の
生

産
目
標
面
積
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
当
初
、
豊
作
が
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
台
風
の
影

響
で
全
国
的
に
は
作
況
指
数
98
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
米
の
消
費

減
少
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

国
で
は
17
年
産
に
つ
い
て
生
産
目

標
数
量
を
８
５
１
万
ト
ン
と
決
定

し
ま
し
た
。（
前
年
よ
り
６
万
ト

ン
の
減
）

こ
の
結
果
、
度
会
町
全
体
で
は

作
付
目
標
面
積
３
１
５
．
４
ha
が

配
分
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
町
水
田

農
業
推
進
協
議
会
の
承
認
を
得
て
、

各
集
落
に
ご
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

16
年
産
97
％
の
達
成

16
年
産
の
町
に
お
け
る
米
の
作

　面積３１５．４ｈａを配分 17
年
産米

の
生
産
目
標

付
実
績
面
積
は
、
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
約
３
２
０
ha
（
生
産
調
整

面
積
で
は
約
１
４
２
ha
）と
な
り
、

目
標
面
積
に
対
し
て
97
％
の
達
成

と
な
り
ま
し
た
。（
達
成
集
落
22
、

未
達
成
集
落
12　

※
16
年
産
よ
り

作
付
面
積
の
配
分
と
な
っ
た
た
め
、

１
０
０
％
以
内
で
あ
れ
ば
達
成
と

な
り
ま
す
。）

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、
度

会
町
の
水
田
農
業
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
信
頼

で
き
る
米
づ
く
り
の
考
え
を
基
本

に
、
こ
れ
か
ら
の
水
田
農
業
に
つ

い
て
農
家
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

転
作
計
画
と
水
稲
共
済
細
目
書
を

一
本
化

従
来
、
１
〜
２
月
に
か
け
て
転

作
の
計
画
書
を
提
出
し
た
後
、
４

〜
５
月
に
か
け
て
水
稲
共
済
の
加

入
申
込
書
（
共
済
細
目
書
）
の
提

出
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

13
年
産
よ
り
こ
れ
を
一
本
化
し
、

一
葉
の
様
式
で
兼
ね
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。（
農
業
共
済
用
、
市
町

村
用
、
農
家
控
え
用
の
３
部
複
写

と
な
っ
て
い
ま
す
。）

産
業
振
興
課
か
ら
の
お
願
い

17
年
産
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

は
、
現
在
各
集
落
の
役
員
さ
ん
を

通
し
て
、
計
画
書
（
共
済
細
目
書

を
兼
ね
る
）
の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
も
、
大
半
の
集
落
で
は
、

ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
一
部
の
集
落
で
は
、

生
産
調
整
が
未
達
成
と
な
り
ま
し

た
。
三
重
県
で
は
、
事
業
評
価
シ

ス
テ
ム
の
中
で
、
生
産
調
整
達
成

度
合
を
事
業
採
択
の
判
断
基
準
に

組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
も
農
業

施
設
に
対
す
る
町
補
助
金
交
付
の

算
定
基
準
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
農
業
情

勢
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
高
齢

化
、
後
継
者
対
策
と
し
て
集
落
営

農
の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
る
な

ど
、
度
会
町
の
農
業
を
次
世
代
に

継
承
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
私
た

ち
の
努
め
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
組
織
と
と
も
に
本
制
度
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
17
年
度
も
町
単
独
支
援

制
度
と
し
て
、
生
産
調
整
実
施
者

に
向
け
て
、
生
産
調
整
田
に
次
の

と
お
り
予
算
提
案
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①
く
り
あ
じ
カ
ボ
チ
ャ
の
推
奨

（
苗
の
無
料
配
布
、
出
荷
助
成
）

②
麦
、
レ
ン
ゲ
、
大
豆
種
の
無
料

配
布
（
レ
ン
ゲ
、
大
豆
に
つ
い
て

は
交
付
要
件
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
的
に
作
付
す
る
場

合
に
限
り
ま
す
。）

▽
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課

（
☎
６
２
―
２
４
１
６
）

17年度 町内生産調整面積の配分等

字　名
17年度
水稲作付
配分面積
（㎡）

16年度
水稲作付
実施面積
（㎡）

16年度
達成率
（％）

注連指 133,158 146,608 105.53
田 口 164,607 164,682 99.45
麻 加江 106,986 104,209 91.51
坂 井 49,822 52,188 100.39
長 原 99,038 84,750 79.86
立 花 73,146 77,477 99.18
鮠 川 38,158 39,578 99.47
立 岡 41,379 52,794 123.73
大 久保 38,070 35,363 89.30
平 生 130,573 143,820 107.03
牧 戸 153,420 162,349 102.44
棚 橋 112,341 107,464 90.75
大 野木 150,040 157,593 99.79
葛 原 114,285 109,991 87.88
下 久具 120,592 120,444 98.57
上 久具 78,238 78,948 90.70
田 間 47,262 56,288 114.14
当 津 36,679 38,223 99.87
茶 屋広 32,979 33,549 97.49
川 口 99,125 103,747 103.74
栗 原 59,625 55,886 91.44
中 之郷 49,440 44,464 80.60
日 向 86,794 92,998 103.11
五 ヶ町 31,971 29,124 87.29
小 川 71,604 61,374 77.21
火 打石 54,637 49,475 102.29
駒 ヶ野 52,510 21,099 39.28
小 萩 40,627 23,317 54.42
柳 73,283 70,657 92.48

市 場 55,165 75,457 123.67
脇 出 51,451 47,140 84.73
和 井野 238,932 277,257 113.30
南 中村 376,313 402,151 102.11
川 上 91,750 81,697 86.13
合　計 3,154,000 3,202,161 97.24

17
年
産米

の
生
産
目
標
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
や
国
な

ど
の
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、保
険
税
の
税
率
は
、

各
市
町
村
の
状
況
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

度
会
町
に
お
い
て
は
、
平
成
９

年
度
に
、
加
入
者
間
の
負
担
の
公

平
を
図
る
た
め
の
税
率
改
正
を
行

っ
て
以
降
、
税
率
を
据
え
置
い
て

運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

年
々
進
む
高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
に
伴
い
医
療
費
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
国
保
会
計
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
度
会
町
国
民
健
康
保
険

税
の
賦
課
割
合
は
50
対
50
が
原
則

と
さ
れ
る
応
益
割
（
均
等
割
、
平

等
割
）
と
応
能
割
（
所
得
割
、
資

産
割
）
の
負
担
割
合
が
崩
れ
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
の
税
負
担
に
不
均

衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、『
保

険
税
収
入
の
確
保
』
と
『
加
入
者

間
の
保
険
税
負
担
の
調
整
』
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

の
運
営
の
健
全
化
を
図
ろ
う
と
、

平
成
17
年
度
に
お
い
て
税
率
改
正

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
併
せ
て
、
平
成
12
年
度
の
創

設
以
来
据
え
置
か
れ
て
い
る
、
第

２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳

未
満
）
の
介
護
保
険
料
の
改
正
も

予
定
し
て
い
ま
す
。〕

▽
問
合
先　

役
場
町
民
課
年
金
保

険
係
（
☎
６
２
―
２
４
１
２
）

大切に使おう！

医 療 費

『
９
．
29
豪
雨
』

災
害
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

老
人
保
健
制
度
は
、
75
歳
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
）
以

上
の
人
が
一
部
負
担
金
を
支
払
い
、

医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

町
が
平
成
15
年
度
に
支
払
っ
た

老
人
医
療
費（
一
部
負
担
金
除
く
）

は
、８
億
９
３
４
万
５
千
円
で
す
。

こ
れ
を
１
人
当
り
に
な
お
す
と
、

５
４
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

老
人
医
療
費
で
、
自
己
負
担
金

以
外
は
、
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て

い
る
健
康
保
険
料
（
税
）
と
、国
・

県
・
町
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
医
療
費

の
増
加
は
、
私
た
ち
自
身
の
負
担

に
は
ね
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

過
去
３
年
間
の
老
人
医
療
費
と

国
民
健
康
保
険
医
療
費
を
グ
ラ
フ

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
を

見
て
も
い
か
に
多
く
の
医
療
費

が
、
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
病
気
の
予
防
や
健

康
づ
く
り
に
心
が
け
、
１
つ
の
病

名
で
複
数
の
病
院
に
か
か
っ
た
り

す
る
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

役
場
町
民
課
年
金
保

険
係
（
☎
６
２
―
２
４
１
２
）

昨
年
の
『
９
．
29
豪
雨
』
災
害

に
対
し
、
地
元
の
企
業
、
グ
ル
ー

プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
ほ
か

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
、
お
見
舞
金

や
物
資
の
提
供
な
ど
の
ほ
か
、
復

旧
活
動
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。（12

月
31
日
現
在
受
付
分　

順

不
同
・
敬
称
略
）

○
災
害
復
旧
資
金

・
伊
勢
農
業
協
同
組
合

金
５
０
，
０
０
０
円

・
伊
勢
農
業
協
同
組
合
職
員
組
合

金
３
０
，
０
０
０
円

○
物
資
提
供

・
平
成
薬
品
（
株
）
伊
勢
支
店

タ
オ
ル　

１
０
０
本

・
伊
勢
農
業
協
同
組
合
度
会
支
店

タ
オ
ル　

５
０
本

・
石
川
商
工
（
株
）

土
の
う
袋　

１
，
２
０
０
枚

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
つ
く

し
の
会

・
す
み
れ
グ
ル
ー
プ

国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
の
皆
様
へ
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1,486人

１人当りの老人医療費

年 間 老 人 医 療 費

度会町の老人保健医療費の推移と対象人員(月平均)

度会町の国民健康保険医療費の推移と被保険者数(月平均)

平成13年度

平成14年度

平成15年度

1,564人

1,553人

841,939千円
538千円

3,350人

3,486人

3,555人

平成13年度

平成14年度

平成15年度

832,100千円
536千円

809,345千円
545千円

1,023,481千円
306千円

1,030,231千円
295千円

1,083,284千円
305千円

１人当りの国保医療費

年 間 国 保 医 療 費

右
記
の
よ
う
に
多
く
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ほ
か
、
自
治
会
の
皆
さ
ま
、
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
方
等
に

対
し
、厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
今
回
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
災
害
復
旧
資
金
な

ど
は
、
今
後
の
災
害
対
策
に
対
し

有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

善 

意
町
職
員
の
人
事
異
動

　

－ 
１
月
１
日
付 

－

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
株
）
玉
城　

様
（
玉
城
町
勝
田
）

金
３
０
０
，
０
０
０
円

町
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
（　

）
は
前
任

参
事
兼
建
設
課
長

登　

喜
三
雄（
建
設
課
長
）【
昇
格
】

防
災
・
情
報
課

金
高　

久
典

（
総
務
財
政
課
兼
務
防
災
・
情
報
課
）

公的個人認証サービス
～ スタートから１年 ～

三重県度会郡度会町

　　　　  ○○年○○月○○日まで有効
生年月日　昭和３０年１０月１日　性別　男
氏　　名　度　会　太　郎
住　　所　三重県度会郡度会町棚橋１２１５番地１
　
連 絡 先　度会町役場町民課

住民基本台帳カード

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
や
届

け
出
を
行
う
際
、
確
実
な
本
人
確

認
の
基
盤
と
な
る
『
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
』
は
、
開
始
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
国
税
の
電
子
申

告
や
社
会
保
険
関
係
手
続
き
な
ど

国
の
機
関
に
対
す
る
電
子
申
請
が

可
能
で
し
た
が
、
平
成
17
年
１
月

21
日
か
ら
は
、
三
重
県
で
も
約
３

０
０
件
の
手
続
き
で
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
電
子
申
請
を
利
用
す
る

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
成
り
す
ま
し
や
改
ざ
ん
防

止
の
た
め
電
子
署
名
が
必
要
な
手

続
き
に
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
込
ん
だ
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
と
、
そ
れ
を
読
み
込
む

た
め
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
・

ラ
イ
タ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
る
方
は
、
は
じ
め
に
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
写

真
付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書

（
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、

町
民
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
写
真
付
き
の
公
的
な
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
も

申
請
で
き
ま
す
の
で
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
申
請

か
ら
交
付
ま
で
に
２
週
間
程
要
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
町
民
課
戸
籍
住

民
係
（
☎
６
２

―

２
４
１
１
）

医療費を大切に使うために！
◎病気の早期発見・早期治療
◎同じ病気でいくつものお医者さんにかからない
◎医師を信頼し、指示を守る
◎家庭医を持つ
◎定期的に健康診断を受ける
◎薬は指示通り正しい服用を
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度会町行政改革推進協議会委員の皆さん
氏名（敬称略） 選出母体等
会　長
田浦　雅徳

学識経験者
皇學館大学 文学部助教授

副会長
鳥羽幸三郎

町民代表
度会町市町村合併問題懇話会 １号委員

世古　武弘

濱岡　辰夫

岡谷　昌行

西岡　俊夫

岡出　幸久

山根　一子

世古　暁美

杉本　喜助 商工団体
度会町商工会 会長

青木　民夫 林業団体
いせしま森林組合 代表理事

坂本　好弘 農業団体
伊勢農業協同組合 金融共済部長

度
会
町
行
政
改
革
推
進
本
部
が

策
定
し
た
『
第
３
次
度
会
町
行
政

改
革
大
綱
（
案
）』
を
調
査
・
審

議
す
る
た
め
、
去
る
１
月
24
日
、

度
会
町
行
政
改
革
推
進
協
議
会
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
第
１
回
の
会
議

が
、
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
大
野
町
長
か
ら
12
人
の

方
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
互
選
に

よ
り
、
会
長
に
皇
學
館
大
学
の
田

浦
雅
徳
助
教
授
が
、
副
会
長
に
町

民
代
表
の
鳥
羽
幸
三
郎
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
長
が
「
真
に
必
要

と
さ
れ
る
事
務
事
業
を
効
率
的
に

実
施
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。
市
町
村
合
併
の
実
現
に

よ
る
改
革
を
追
及
す
る
一
方
で
、

大
綱
（
案
）
の
策
定
を
進
め
て
き

度
会
町
行
政
改
革
推
進
協
議
会
を
設
置

第
１
回
会
議
を
開
催

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
意
見
を

賜
り
た
く
諮
問
い
た
し
ま
す
。」

と
述
べ
、
田
浦
会
長
に
諮
問
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
の
会
議
は
、
推
進
協
議

会
の
運
営
や
行
政
改
革
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
確
認
、
大
綱
（
案
）
の
内

容
の
説
明
を
事
務
局
（
役
場
広
域

行
政
推
進
室
、
総
務
財
政
課
、
防

災
・
情
報
課
）
か
ら
受
け
、
本
格

的
な
調
査
・
審
議
を
次
回
か
ら
行

う
こ
と
を
確
認
し
て
、
閉
会
さ
れ

ま
し
た
。

推
進
協
議
会
で
は
、
こ
の
諮
問

に
応
じ
、
今
後
、
大
綱
（
案
）
に

対
す
る
調
査
・
審
議
を
重
ね
、
３

月
を
目
途
に
答
申
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
後
、
引
き
続
き
、
大
綱

に
基
づ
き
策
定
さ
れ
る
実
施
計
画

（
案
）
に
対
し
て
も
提
言
さ
れ
ま
す
。

※
会
議
は
、
原
則
公
開
で
す
。

行政改革に向けての動き
町では、平成１６年１０月に度会町行政改革推進本部を
立ち上げ、平成１７年度以降の行政改革の基本的な取組方
向を示す『第３次度会町行政改革大綱』の策定作業を進め
ています。
平成１７年１月に、大綱の素案である『第３次度会町行
政改革大綱（案）』を取りまとめ、基本理念を『“住民のし
あわせ”につなげる新装改革』（新装とは、従来の手法を
整理一新し、飛躍的一歩を踏み出すという意味）としてい
ます。この段階で、大綱（案）に対する、度会町行政改革
推進協議会への諮問・答申、あわせて住民の皆さんからの
意見（パブリックコメント）を募集することとしました。
今後、大綱（案）に対する答申と意見を踏まえて、大綱

（案）を『第３次度会町行政改革大綱』として最終決定し
ます。さらに大綱に基づく実施計画を策定して、行政改革
に取り組みます。

第３次度会町行政改革
大綱（案）の審議に入る

町長から田浦会長に諮問書が手渡される
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ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

第
３
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱（
案
）に
対
す
る

意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集

町
で
は
、
第
3
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
当
た
り
、
素
案
の
段
階
か
ら
内
容
を
公
表
し
、

公
表
し
た
も
の
に
対
す
る
意
見
を
参
考
に
し
て
、
最
終
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、『
第
3
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）』
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
を
求
め
る
案
件　
『
第
3
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）』
に
対
す
る
意
見

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方　

①
町
内
に
住
所
・
勤
務
先
・
通
学
先
が
あ
る
個
人

②
町
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ
る
か
、
意
見
を
求
め
る
案
件
に
利
害

関
係
が
あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

■
公
表
資
料　

第
3
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）

■
閲
覧
場
所　

①
度
会
町
役
場
（
１
階 

待
合
ロ
ビ
ー
〔
出
納
室
前
〕、
２
階 

広
域
行
政
推
進
室
）

②
度
会
町
中
央
公
民
館

③
度
会
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.tow

n.w
atarai.m

ie.jp

■
提
出
方
法　
『
第
3
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
に
対
す
る
意
見
用
紙
』
に
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
必
ず
記
入
の
う
え
、
い
ず
れ
か
の
方
法
（
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
持
参
）

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
意
見
用
紙
は
閲
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
）。

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
提
出
意
見
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
意
見
の
活
用
方
法　

•
意
見
は
、『
第
３
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
』
の
策
定
に
活
用
し
ま
す
。

•
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、
提
出
さ
れ
た
意
見
と
あ
わ

せ
て
度
会
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

※
類
似
す
る
意
見
は
、
集
約
し
て
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
留
意
事
項　

•
意
見
の
募
集
は
、
具
体
的
な
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

•
大
綱
（
案
）
に
対
す
る
賛
否
を
問
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先　

〒
５
１
６
―
２
１
９
５　

度
会
町
棚
橋
１
２
１
５
―
１

度
会
町
役
場 

広
域
行
政
推
進
室
（
度
会
町
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
担
当
）

電
話
番
号　

０
５
９
６
―
６
２
―
２
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

０
５
９
６
―
６
２
―
１
６
４
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kouiki@
tow
n.w
atarai.m

ie.jp
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は
？

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
（
政
策
意
見
募
集
制
度
）
と
は
、
行
政
（
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
な
ど
）
が
、
生
活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
基
本
的
な
政
策
を
決
め
る

と
き
に
、
そ
の
素
案
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
し

て
、
政
策
の
最
終
決
定
を
す
る
一
連
の
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
て
、
第
３
次
度
会
町
行
政

改
革
大
綱
（
案
）
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
市
町
村
に
お
い
て
、
一
般

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
制
度
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

■パブリックコメント制度の流れ

素案・資料を住民に公表
【方法】公共施設や担当課の窓口での閲覧、ホームページへの掲載など

市町村が政策などの素案を作成
【対象】総合計画など 基本的な政策を定める計画、基本的方針を定める条例など

素案に対する意見を住民から募集
【方法】意見用紙に記入し、郵便、持参、ファクシミリ、電子メールなどで提出

意見を取り入れる場合
意見に基づき素案を修正

意見を取り入れない場合
市町村の考え方やその理由を整理

最終案を決定

結果を公表
最終案の決定内容、提出された意見とそれに対する考え方を公表

（議会の議決を要する場合）議会への提案・議決

政策などの実施
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地
域
ぐ
る
み
で
命
を
守
る

そ
こ
で
、
災
害
か
ら
身
体
と
財

産
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
に
は
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

信
念
と
連
帯
の
も
と
に
、
地
域
住

民
が
団
結
し
、
組
織
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。

町
で
は
、
区
や
自
治
会
な
ど
地

域
団
体
を
核
と
し
た
自
主
防
災
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
周
り
で
は
、
台
風
や

大
雨
に
よ
る
被
害
が
、
た
び
た
び

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規

模
地
震
や
火
災
な
ど
思
わ
ぬ
災
害

が
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

災
害
が
発
生
し
た
ら
、町
で
は
、

防
災
関
係
機
関
と
綿
密
な
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
全
力
を
挙
げ
て
救

助
や
復
旧
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す

が
、
火
災
を
は
じ
め
、
道
路
の
寸

断
、
建
物
の
崩
壊
、
断
水
、
停
電

な
ど
悪
条
件
が
重
な
る
と
、
防
災

関
係
機
関
だ
け
で
の
活
動
に
は
限

界
が
あ
り
、
十
分
な
対
応
が
で
き

な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

防災訓練に積極的に参加する長原地区自主防災会の皆さん

▷問合先　役場防災・情報課
（☎６２－２４２１）

長
原
区
民
は
、
予
想
さ
れ
る
大

規
模
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、
過
去
の

経
験
か
ら
集
落
の
背
後
に
あ
る
２

つ
の
池
に
敏
感
や
し
、
み
ん
な
が

危
険
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
が

組
織
結
成
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
思

う
。
人
命
を
一
番
と
考
え
、
自
分

た
ち
で
地
区
を
守
ろ
う
と
い
う
考

え
か
ら
で
き
た
ん
や
。

近
所
と
の
つ
な
が
り
が
だ
ん
だ

ん
希
薄
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
神

事
な
ど
で
区
民
が
顔
を
合
わ
し
、

互
い
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
連
帯
感
が
さ
ら
に
深
ま

り
、ま
と
ま
り
も
で
て
く
る
で
な
。

今
後
も
、
用
排
水
路
の
点
検
や

台
風
時
の
お
年
寄
り
の
家
庭
の
見

回
り
な
ど
を
行
い
、
ま
た
消
火
栓

や
防
火
用
水
の
点
検
な
ど
も
定
期

的
に
や
っ
て
い
き
た
い
し
、
も
っ

と
細
部
に
わ
た
る
と
こ
ろ
ま
で
、

区
民
の
こ
と
を
把
握
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
自
主
防
災
会
で
地

区
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
と

る
。 イ

ン
タ
ビ
ュ
ー長原地区自主防災会 会長

長原区長 森本 泰弘さん
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自
主
防
災
組
織
と
は

自
発
的
に
地
域
の
人
た
ち
が
自

分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
話
し
合
い
や
訓
練
な
ど

を
行
い
、
防
災
活
動
を
効
果
的
に

行
う
た
め
の
組
織
の
こ
と
で
す
。

お
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
っ
て
こ

そ
被
害
の
軽
減
に
結
び
つ
き
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
に
よ
り
自
発
的

に
活
動
す
る
団
体
で
あ
れ
ば
、
区

や
自
治
会
単
位
の
結
成
に
限
定
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
主
防
災
組
織
の
現
状

現
在
、
度
会
町
で
は
10
地
区
で

自
主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
、
他
に

も
い
く
つ
か
の
地
区
で
設
立
に
向

け
て
検
討
中
で
す
。

中
で
も
、
長
原
地
区
自
主
防
災

会
は
、
昨
年
７
月
18
日
に
、
役
員

26
名
に
よ
り
災
害
時
の
危
険
箇
所

や
用
排
水
路
の
点
検
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
種
災

害
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
防
災
訓
練

な
ど
の
各
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ぜ
防
災
組
織
が
必
要
か

救
助
活
動
や
消
火
活
動
を
各
個

人
で
行
お
う
と
し
て
も
、
個
人
の

力
に
は
限
界
が
あ
り
、
か
え
っ
て

危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
の
目
的
は
、
災
害
発
生

時
に
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
近
所

の
人
た
ち
を
避
難
誘
導
す
る
と
い

っ
た
的
確
な
初
期
活
動
に
あ
り
ま

す
。
防
災
関
係
機
関
が
現
場
に
到

着
し
て
活
動
を
開
始
す
る
ま
で
の

間
、
初
期
活
動
を
地
域
で
組
織
的

に
行
え
ば
、
被
害
は
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
織
づ
く
り
と
活
動
内
容

自
主
防
災
組
織
は
、
区
や
自
治

会
な
ど
、
お
互
い
に
顔
を
知
っ
て

い
て
、
連
帯
感
を
持
て
る
範
囲
で

の
組
織
作
り
が
効
果
的
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
組
織
的
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
、
役
割
分
担
を
決

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

組
織
の
具
体
例
は
、
情
報
班
、

消
火
班
、
救
出
・
救
護
班
、
避
難

誘
導
班
、
給
食
・
給
水
班
で
編
成

さ
れ
ま
す
。

活
動
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
行
う

活
動
（
平
常
時
）
と
災
害
が
発
生

し
た
際
の
被
害
の
発
生
防
止
や
拡

大
防
止
を
行
う
活
動
（
災
害
時
）

が
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
の
活
動
内
容
は
、
消
火

訓
練
な
ど
の
実
施
、
資
機
材
の
整

備
・
点
検
、
危
険
場
所
・
災
害
弱

者
の
把
握
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を

定
期
的
に
行
う
こ
と
が
、
災
害
発

生
時
の
迅
速
で
適
切
な
活
動
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
地

域
住
民
の
安
否
確
認
、応
急
救
出
・

救
護
活
動
、
避
難
誘
導
、
防
災
関

係
機
関
と
の
情
報
交
換
や
伝
達
、

災
害
弱
者
へ
の
援
助
、
救
護
物
資

の
配
布
、
火
災
の
発
生
防
止
や
初

期
消
火
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち

で
守
る
た
め
の
自
主
防
災
組
織
づ

く
り
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

さ
あ
、
防
災
組
織
の

活
動
に
参
加
し
よ
う

実
際
に
災
害
が
発
生
す
る
と
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
身
体
が
動

か
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
組
織

と
し
て
動
く
に
は
、
自
分
に
は
ど

ん
な
役
割
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な

行
動
を
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
っ

て
い
な
い
と
活
動
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

い
つ
災
害
が
起
こ
っ
て
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防

災
組
織
の
訓
練
な
ど
に
繰
り
返
し

参
加
し
、
防
災
活
動
に
必
要
な
技

術
を
、
身
を
も
っ
て
覚
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

正
し
い
技
術
を
習
得
し
、
訓
練

終
了
後
に
検
討
会
を
行
っ
て
訓
練

内
容
を
見
直
し
た
り
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

災
害
予
防
の
た
め
地
域
の
自
主

防
災
組
織
の
活
動
の
活
性
化
と
結

成
促
進
を
図
る
た
め
、
新
規
の
自

主
防
災
組
織
に
は
、
防
災
資
機
材

な
ど
の
整
備
事
業
お
よ
び
防
災
訓

練
や
講
習
会
な
ど
の
自
主
防
災
活

動
、
知
識
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
な
ど
の
活
性
化
事
業
に
対
し

て
、県
か
ら
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

補
助
の
対
象
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場

防
災
・
情
報
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、

救
出
・
救
護
な
ど
の
防
災
訓
練
に

対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
職
員
の
派

遣
な
ど
も
行
い
ま
す
。

災害時の危険箇所や用排水路を点検する長原地区自主防災会の皆さん

中川地区防災訓練での講演会のようす

消火栓の扱い方を熱心に聴き入る皆さん

15年度に県の補助を受け建てた平生区防災資機材倉庫
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今、南伊勢高等学校は躍動しています！
南伊勢高等学校は、南勢高校、南島高校、度会高校３校が複数の校舎を持つ新しいタイプの高等学

校として出発し、１０か月を経ました。３校は、ともに小規模校であり、一人ひとりの生徒にきめ細
かい指導が行われています。しかし、その反面、授業の選択幅が狭くなったり、部活動に制約がでる
などの課題もありました。各校舎のこれまでの歴史や伝統をふまえて、各校舎の特性をお互いに尊重
しつつ、地域の特性や実状にあった教育活動を実施して、地域の活性化や教育の多様化に貢献できる
校舎として、南勢、南島、度会各校舎それぞれを単独でとらえずに、ひとつの地域・学校として考え
て、様々な課題に取り組んでいます。
教育方針は、「鍛えよう心身、育もう知性、磨こう感性～『生きる力』のトライアングル」です。

この教育方針のもとで多くの事業を行いました。
１　進路指導として合同ＡＯ入試、推薦入試対策講座や就職試験対策講座を実施しました。
２　生徒会執行部の生徒や教員が他校舎の文化祭を訪れ交流をしました。また、生徒会新聞や作品の
展示もしました。

３　校舎間を教員が移動することにより、南島校舎ではこれまで開講できなかった音楽が開講され、
学舎に歌声が聞こえるようになりました。

４　平常の部活動は、それぞれ各校舎で行っています。しかし、土・日曜日や長期休業中には合同練
習をしています。陸上競技部は、南伊勢高校として一つのチームを結成し、合同練習や公式試合へ
参加し、成果をあげています。また、野球部も合同チームを作ることにより大会に参加し、勝利を
収めています。その他の部でも、試合や練習試合を合同で行うなど生き生きと活動しています。

５　合同の芸術鑑賞会『らぶそんぐ』（劇団銅羅）を行い
ました。迫力と内容のある生の演劇に感動しました。
その他、他校舎の良い所を積極的に取り入れ、校舎制の

成果があがっています。また、遠足、『総合的な学習の時間』
などでの交流を検討していきます。今後は、生徒一人ひと
りが生き生きと輝き、地域と共に発展することができる学
校・校舎作りを目指していきたいと思います。
また、度会校舎では、地域に根ざし、地域に開かれた学

校づくりの柱として、地域連携事業に積極的に取り組んで
います。度会養護学校や棚橋保育所、あるいは度会町社会福祉協議会や社会福祉法人ケアハウス伊勢
度会彩幸との交流を中心に、様々な年代の方々との交流会やボランティア活動を通して、心の教育が

行われ、心根の優しい生徒が数多く育っています。数年前
からの部活動全員加入が元気な挨拶や規律正しい学校生活
を支えるとともに学校を活性化させ、様々なプラス効果を
もたらせています。今や『安心で安全な学校』を本校のブ
ランドとして誇れるほどに落ち着いた学校となっていま
す。今後さらに、様々な連携を大切にしながら、校舎間の
交流を柱にスケールメリットを生かし、活力のある度会校
舎にしていきたいと考えています。

『らぶそんぐ』撮影・蔵原輝人氏
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去
る
１
月
３
日
、
平
成
17
年
の

幕
開
け
を
飾
る
度
会
町
消
防
出
初

式
が
、
長
谷
川
消
防
団
長
以
下
１

２
１
人
の
団
員
が
参
加
し
て
、
度

会
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
長
表
彰
や
県
消
防
協
会
表
彰

な
ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
た
後
、「
日

夜
献
身
的
に
活
躍
さ
れ
、
非
常
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。」

と
い
っ
た
大
野
町
長
の
訓
辞
に
引

き
続
い
て
、
来
賓
の
辻
本
県
議
会

議
員
、
大
釋
町
議
会
議
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平成17年度会町消防出初式

町
長
優
良
団
員
表
彰
お
よ
び

三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支
会

優
良
章
表
彰

表
彰
受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

団
員　

尾
崎　

英
仁
（
当　

津
）

団
員　

谷
口　

幸
司
（
葛　

原
）

団
員　

御
村　
　

靖
（
南
中
村
）

団
員　

井
上　

敦
弘
（
南
中
村
）

団
員　

森
田　

孝
志
（
田　

口
）

町
長
永
年
勤
続
表
彰

班
長　

中
野　

直
浩
（
日　

向
）

班
長　

玉
村　
　

眞
（
田　

間
）

班
長　

岡
田　

晃
吉
（
立　

岡
）

班
長　

東
出　
　

健
（
大
野
木
）

団
員　

岡
野　

鉄
郎
（
小　

萩
）

団
員　

小
林　

昭
仁
（
大
久
保
）

団
員　

中
谷　

弘
文
（
小　

川
）

団
員　

亀
田　

宏
之
（
麻
加
江
）

団
員　

浦
田　

浩
文
（
坂　

井
）

団
員　

薗
司
司
正
浩
（
麻
加
江
）

団
員　

岡
村　

幸
彦
（
棚　

橋
）

団
員　

橋
本　

和
彦
（
日　

向
）

団
員　

山
下　

由
友
（
大
野
木
）

団
員　

岡
村　

芳
隆
（
棚　

橋
）

団
員　

山
本　
　

勝
（
駒
ヶ
野
）

団
員　

服
部　

利
文
（
火
打
石
）

団
員　

奥
田　
　

康
（　

柳　

）

団
員　

平
生　
　

武
（
南
中
村
）

団
員　

東
出　

幸
久
（
大
野
木
）

去
る
１
月
13
日
、
一
之
瀬
小
学

校
教
職
員
の
皆
さ
ん
と
柴
田
善
也

さ
ん
（
脇
出
）
に
、
伊
勢
市
消
防

長
か
ら
火
災
の
初
期
消
火
に
協
力

し
た
と
し
て
『
感
謝
状
』
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
22
日
に
脇
出
地
内
で

発
生
し
た
建
物
火
災
で
、
消
火
栓

な
ど
を
使
用
し
、
迅
速
か
つ
適
切

に
消
火
活
動
を
行
い
、
隣
接
す
る

住
宅
や
山
林
へ
の
延
焼
を
防
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
火
活
動
を
行
っ
た
福
井
先
生

は
「
と
に
か
く
消
さ
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
で
し
た
。」、
ま
た
、
中

村
教
頭
先
生
は
「
無
事
に
消
火
で

き
て
良
か
っ
た
。」
と
そ
の
時
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

平成17年度会町消防出初式

三
重
県
消
防
協
会
表
彰
徽
章
表
彰

一之瀬小学校教職員の皆さんと
柴田善也さんに

感 謝 状

表 彰 式
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安心確実な納付方法を

町
で
は
、
町
県
民
税
や
国
民
健
康

保
険
税
、
簡
易
水
道
使
用
料
な
ど
の

納
付
に
は
、
町
税
等
預
貯
金
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

役
場
（
出
納
室
窓
口
）
で
指
定
用

紙
へ
記
入
、
押
印
す
る
だ
け
の
簡
単

な
手
続
で
、
安
心
確
実
な
納
付
が
で

き
ま
す
。

対 象 と な る
町 税 等

町県民税、固定資産税、

軽自動車税、国民健康保険税、

簡易水道使用料、児童保育料、

住宅使用料、介護保険料

取扱金融機関

伊勢農協、百五銀行、三重銀行、

第三銀行、中京銀行、

みずほ銀行、

ＵＦＪ銀行伊勢支店、

三重信用金庫、郵便局

口 座 振 替 日
毎月２７日（１２月は２５日、

振替日が休日の場合は翌営業日）

口
座
振
替

開
始
月
の
お
知
ら
せ

申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
へ
は
、

手
続
き
終
了
後
、
口
座
振
替
開
始

月
を
、
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

町
税
等
の
納
付
に
は

口
座
振
替

おすすめします手
続
き
に

必
要
な
も
の
は

預
金
通
帳
と

印 

鑑（
通
帳
の
届
出
印
）

（№475）14



記
入
に
は
次
の
事
項
に

注
意
し
て

①
口
座
番
号
や
口
座
名
義
、
住
所

の
確
認
。

引
越
し
な
ど
に
よ
り
、
現

住
所
と
口
座
登
録
住
所
が
異

な
る
方
が
み
え
ま
す
。

②
お
届
け
印
の
確
認
。
鮮
明
に
３

枚
目
ま
で
押
印
。

印
鑑
が
違
っ
た
り
、
不
鮮

明
で
あ
っ
た
り
す
る
と
、
金

融
機
関
か
ら
返
却
さ
れ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
誰
の
何
税
等
な
の
か
を
確
認
。

役
場
に
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

④
１
年
分
前
納
は
４
月
か
ら
の
振

替
開
始
。

年
度
途
中
に
１
年
分
前
納

を
希
望
さ
れ
た
方
は
翌
年
度

４
月
か
ら
の
引
き
落
と
し
と

な
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
課
（
☎
６
２
―
２
４

１
４
）、
出
納
室
（
☎
６
２
―
２

４
１
０
）

町
県
民
税
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
１
年
分
前
納
も
可
能

手 続 は 簡 単！

伊 勢 度 会

度 会 太 郎
わたらい たろう

度
会

0596 62 2410度会郡度会町棚橋1215-1

度会郡度会町棚橋1215-1

度 会 太 郎
わたらい たろう

度 会 花 子
わたらい はな こ

度会太郎他1名
わたらいたろうほかいちめい

1 2 3 4 5 6 7

⎛⎝⎛⎝⎛⎝ ⎛⎝

⎞⎠⎞⎠⎞⎠⎞⎠
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連
載

『
一
日
福
祉
体
験
教
室
』
感
想
文

「福祉体験をしてみて・・・」

中川小学校　６年

山根　知紗さん

夏
休
み
、
福
祉
体
験
教
室
に
参

加
し
て
、
感
じ
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

８
月
11
日
の
朝
、
み
ん
な
が
学

校
に
集
ま
り
ま
し
た
。
楽
し
み
な

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正
直

な
と
こ
ろ
す
ご
く
き
ん
張
し
て
い

ま
し
た
。「
会
っ
た
こ
と
も
な
い

人
に
気
軽
に
話
し
か
け
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。」
と
か
「
し
っ
か
り
発

表
や
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。」

と
か
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

て
い
る
う
ち
に
緑
清
苑
に
着
き
ま

し
た
。

私
た
ち
は
、
案
内
の
人
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
っ
て
大
き
い
ホ
ー

ル
に
入
り
ま
し
た
。
歌
や
鼓
笛
の

準
備
を
し
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん

緑
清
苑
で
暮
ら
し
て
み
え
る
お
年

よ
り
の
方
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
、
す
ご
く
き
ん
張
し

て
い
ま
し
た
。
初
め
に
、
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
と
合
唱
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、鼓
笛
演
奏
を
し
ま
し
た
。

歌
は
お
年
寄
り
の
方
も
手
を
た
た

い
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
く

れ
た
り
し
て
す
ご
く
楽
し
ん
で
く

れ
た
よ
う
で
し
た
。
鼓
笛
も
喜
ん

で
く
れ
て
い
た
よ
う
で
よ
か
っ
た

で
す
。

次
に
、
う
ち
わ
作
り
を
し
ま
し

た
。
こ
の
時
、「
し
ゃ
べ
れ
る
か

な
。」
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
「
や
っ
ぱ
り
、
し
ゃ
べ

ら
な
い
と
い
け
な
い
な
。」
と
思

っ
て
、名
前
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ
し
く
答

え
て
く
れ
て
、
そ
れ
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
う
ち
わ
が
で
き
る
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
こ
の
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
と
若

く
な
る
。」

と
、
言
っ
て
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
写
真
も
と

り
ま
し
た
。
き
っ
と
緑
清
苑
の
方

た
ち
は
、
家
族
や
孫
と
い
っ
し
ょ

に
暮
ら
し
て
い
な
い
の
で
、
私
た

ち
が
緑
清
苑
に
来
て
気
軽
に
話
し

を
し
て
笑
っ
た
り
し
て
い
る
と
、

き
っ
と
孫
と
い
る
よ
う
に
感
じ
て

く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も

し
そ
う
だ
っ
た
ら
う
れ
し
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
食
事
の
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
食
事
は
、
お
年
よ
り

の
方
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
食
事
で
し
た
。
お
年
よ
り
の
方

も
「
お
い
し
い
。」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
じ
も
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
所

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
た

り
、
ろ
う
か
に
手
す
り
が
つ
い
て

い
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
ろ

う
か
や
部
屋
は
車
い
す
が
出
入
り

し
た
り
、
す
れ
ち
が
っ
た
り
で
き

る
よ
う
に
広
く
造
っ
て
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
た
く
さ
ん
工
夫
さ
れ
て

い
て
驚
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
お
風
呂
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
車
い
す
の
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
お

風
呂
は
、
ね
た
き
り
の
方
も
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
車

い
す
は
、
け
っ
こ
う
力
が
い
っ
て

ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
毎
日
動

か
す
の
は
す
ご
く
大
変
な
こ
と
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
、
今
、
家
で
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
こ
と

な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
家
族
と
暮
ら
せ
な
く
て
も
緑

清
苑
の
お
年
よ
り
の
方
は
楽
し
そ

う
で
し
た
。
そ
れ
は
、
緑
清
苑
で

働
く
人
た
ち
が
、
お
年
よ
り
の
方

の
こ
と
を
考
え
て
、
一
人
一
人
に

合
っ
た
福
祉
を
し
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

農
地
転
用
許
可
制
度
は
、
優
良

農
地
の
確
保
と
計
画
的
な
土
地
利

用
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
転

用
し
た
り
、
転
用
の
た
め
に
農
地

の
売
買
な
ど
を
す
る
と
き
は
、
原

則
と
し
て
農
地
転
用
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

許
可
後
に
お
い
て
転
用
目
的
を
変

更
す
る
場
合
に
は
、
事
業
計
画
の

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転

用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な

り
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
制
度
の
内
容

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る

場
合
、
知
事
ま
た
は
農
林
水
産
大

臣
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が

必
要

で
す
！

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が

必
要

で
す
！
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「 福　祉　体　験 」

一之瀬小学校　６年

神森　那月さん

７
月
29
日
に
福
祉
体
験
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
は
緑
清
苑
と
い
う

老
人
ホ
ー
ム
に
行
き
ま
し
た
。
５

年
生
の
時
は
同
じ
度
会
町
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、
お
年
寄
り

の
人
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
リ
コ

ー
ダ
ー
を
ふ
い
た
り
し
た
な
ぁ
と

思
い
出
し
ま
し
た
。
緑
清
苑
は
と

て
も
広
く
て
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ

さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
私

が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
似
顔
絵

を
書
い
た
事
で
す
。
私
は
お
じ
い

さ
ん
の
顔
を
書
き
ま
し
た
。
一
生

け
ん
命
書
い
て
で
き
あ
が
っ
た
似

顔
絵
を
渡
す
と
今
ま
で
あ
ん
ま
り

し
ゃ
べ
っ
て
な
か
っ
た
お
じ
い
さ

ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

言
が
私
に
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
後
リ
コ
ー
ダ
ー
の

発
表
も
し
ま
し
た
。
と
て
も
き
ん

張
し
て
は
ら
は
ら
し
ま
し
た
。
楽

ふ
を
見
て
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
の
顔
を
見
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
喜
ん
で
く
れ
た
か
ど

う
か
心
配
で
し
た
。
で
も
演
そ
う

が
終
わ
っ
た
時
、
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
が
は
く
手
を
し
て
く

れ
て
安
心
し
ま
し
た
。

緑
清
苑
の
人
の
説
明
の
中
で
ご

飯
を
食
べ
ら
れ
な
い
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
も
い
る
そ
う
で
、

お
腹
の
中
に
管
を
さ
し
て
食
べ
物

を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

痛
そ
う
だ
し
か
わ
い
そ
う
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
食
べ
物
の
お
い

し
さ
も
分
か
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
な

ぁ
と
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
そ
う
じ
も
し
ま
し

た
。
ろ
う
下
や
手
す
り
な
ど
ぞ
う

き
ん
で
ふ
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り

の
人
に
話
し
か
け
な
が
ら
そ
う
じ

を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
後
で

ぞ
う
き
ん
の
裏
側
を
見
た
ら
、
ほ

こ
り
や
白
髪
が
つ
い
て
い
た
の

で
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

た
ち
が
多
い
か
ら
だ
ろ
う
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
し
て
働
い
て
い
る
人
の
大
変
さ

が
少
し
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
味
噌
汁
の
配
ぜ
ん
も
手
伝
い
ま

し
た
。
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん

の
所
へ
味
噌
汁
を
持
っ
て
い
く
と
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
じ
い
さ

ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
前
に
置
い
て

あ
る
ご
飯
や
お
か
ず
を
見
る
と
や

わ
ら
か
そ
う
な
物
ば
か
り
で
し
た
。

消
化
し
や
す
い
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
た
り
、
ろ
う

下
に
は
ほ
と
ん
ど
手
す
り
が
つ
い

て
い
ま
し
た
。

人
間
は
い
つ
か
は
年
を
と
り
ま

す
。
私
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
。

そ
し
て
私
も
。
私
も
60
年
後
に
は

お
ば
あ
さ
ん
で
す
。
私
は
ど
ん
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
な
ぁ
。
体

は
健
康
な
の
か
な
ぁ
と
心
配
に
な

り
ま
す
。
こ
の
福
祉
体
験
は
い
ろ

ん
な
体
験
が
で
き
た
し
、
す
ご
く

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
の

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
98
才
で
ま
だ

ま
だ
元
気
で
す
。
そ
れ
は
幸
せ
な

事
な
ん
だ
な
ぁ
と
緑
清
苑
に
行
っ

て
思
い
ま
し
た
。
私
も
で
き
る
事

が
あ
っ
た
ら
進
ん
で
世
話
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

農地法 許可が必要な場合 許可申請者 許可権者

４条 農地の所有者が
農地転用する場合

転用を行う者
（農地所有者） 三重県知事、農地が

４ｈａを超える場合
には農林水産大臣

５条
農地、採草牧草地を転用
するため売買などを行う
場合

売主（農地所有者）と
買主（転用事業者）

ま
た
、
４
ha
を
越
え
る
農
地
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事

前
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課
振

興
係
（
☎
６
２
―
２
４
１
６
）
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去る１２月２５日から１月７日（１月１日から３日および雨天
時は除く）にかけて

早朝、平生の国束寺で、立岡・平生・大久保の小学生や保育園
児約３２名が、座禅会に参加しました。
この冬休みに行われる座禅会も、今回で２５回目。早朝、寒

い中集まった子どもたちは、寺の鐘を各自突き、みんなで揃っ
て座禅をした後、和尚さんの話に耳を傾けていました。

去る１２月１２日、大宮中学校グラウンドで、第２回
中日新聞社旗争奪大宮杯小学生ソフトボール大会が開催
され、一之瀬イーグルスが初優勝をしました。

三重県予選

去る１１月、明和中学校グラウンドで三重県ソフトボール協会
主催による、第１４回東海地域新人ソフトボール大会が開催され
ました。
小学生の部　優　勝　中川スポーツ少年団女子ソフトボール部
　　　　　準優勝　一之瀬エンペラーズ
中学生の部　優　勝　度会中学校ソフトボール部

度会中学校ソフトボール部のキャプテン世古有里恵さん（麻加
江）は、「東海大会優勝を目指して、９人全員で元気にがんばり
ます。」と、意気込みを語ってくれました。
今回の大会で、優勝・準優勝となったチームは、３月に開催さ
れる東海大会に三重県の代表として出場します。

去る１２月１２日、小川郷小学校体育館を会場に、平成１６年度度会
町家庭婦人バレーボール大会秋季大会が開催されました。
大会結果
優　勝　ラブリー
準優勝　ソフトリー
３　位　リバース

一之瀬イーグルス　大宮杯初優勝

寒さに負けず座禅会

度会町家庭婦人バレーボール大会　秋季大会を開催

東海地域新人ソフトボール大会

中川スポーツ少年団女子ソフトボール部

度会中学校ソフトボール部
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

1
月
20
日

次
に
打
つ
釘
を
銜く

わ

え
て
年
用
意

葛　

原　

中
井　

和
子

牡
丹
鍋
囲
む
未
婚
の
袖そ

で

袂た
も
と

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

雪
降
り
し
事
に
は
じ
ま
る
農
日
誌

牧　

戸　

中
西
て
い
子

山
茶
花
や
雨
に
う
る
み
し
塾

じ
ゅ
く

舎し
ゃ

の

灯ひ

棚　

橋　

松
本　

貞
子

白
梅
や
上
へ
上
へ
と
絵
馬
重
ね

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

新
年
や
宿
願
の
畦
直
す
べ
し

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

峽か
い

の
里
染
め
つ
つ
初
日
昇
り
け
り

棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

に
わ
と
り
の
元
旦
告
げ
る
声
た
か

し

田　

間　

村
山　

和
美

岩城敏之氏　子育て講演会

『笑って学ぶ子育てのコツ・第２弾』を開催

▶日　　時　３月１４日（月）午後１時～３時
▶受付時間　午後０時４５分～
▶場　　所　町子育て支援センター（保健センター棟内）
▶対　　象　子育てに関心のある方など
▶定　　員　８０組の親子（大人だけでも可）
▶申込期間　２月２１日（月）・２２日（火）・２３日（水）

午前９時～午後４時
▶申込・問合先　町子育て支援センター（☎６２－１１１２）

ゲートボール教室を開催

町教育委員会主催・町ゲートボール協会主管で『ゲー
トボール教室』を開催します。ぜひ、ご参加ください。
▶開催時期　４月中旬～６月下旬　毎週１回　午前９時

～（詳しい日程は、参加申込者に後日連絡）
▶開催場所　町内各地区のゲートボール場（申込者の状

況により決定）
▶対　　象　町内在住の方（年齢制限はありません）
▶申込期限　３月１５日（火）
▶申込・問合先　町教育委員会生涯学習課（☎６２－２４２２）

フリーマーケット出店者募集中

第１０回宮リバー度会パーク春まつり実行委員会で
は、春まつりのフリーマーケット出店者を募集します。
▶日　　時　４月３日（日）　午前１０時～午後２時３０分
▶場　　所　宮リバー度会パーク
▶募集期間　２月１０日（木）～３月４日（金）
▶募集人数　３５人（１人１区画）
※町内在住の人を優先します。定員を超える場合、実行
委員会事務局で抽選します。
▶販売面積　１区画約一坪
▶販売品目　衣料品、日用雑貨、園芸品、手芸品など
※商品・食品の販売は不可
▶出 店 料　１，０００円（現金または定額小為替証書）
▶そ の 他　出店場所の提供のみで、準備から片づけま

で各自でお願いします。その他必要事項は
事務局の指示に従っていただきます。

▶問 合 先　役場産業振興課内『第１０回宮リバー度会
パーク春まつり実行委員会事務局』
（☎６２－２４１６）

『伊勢志摩しあわせの“結
ゆい

”～きらりと輝く

とき・ひと・ば～』を開催

伊勢志摩みらいづくり委員会では、まちづくりコー
ディネーター高田弘子さんと知事が参加するパネルディ
スカッションや地産地消の紹介、また中高生が参加する
クイズなどのイベントを開催します。
先着４００名様には、特性トートバックをプレゼント
します。
▶開催日時　２月２６日（土）

午前９時３０分～午後３時３０分
▶開催場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
▶問 合 先　伊勢志摩みらいづくり委員会事務局

（☎２７―５２３４）

伊勢市中高年齢者職業相談室からのお知らせ

伊勢市中高年齢者職業相談室では、平成１６年１２月
から、４５歳以上の方を対象に新たに『中高年齢者用求
人情報』を作成し、情報の提供、職業相談、職業紹介を
行っています。ぜひ、ご利用ください。
▶相談時間　午前９時～午後４時
▶場　　所　伊勢市中高年齢者相談室（伊勢市八日市場町

サンライフ伊勢内）
▶休　　日　日曜日・火曜日
▶問 合 先　伊勢市中高年齢者相談室（☎２８－１２６７）

2月

February
４月３日㈰第10回宮リバー度会パーク

春まつり開催を決定
盛り沢山の楽しいイベントを計画中

春まつり実行委員会
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2月

February

バザールわたらい産直市
次回開催日は、２月20日㈰、３月６日㈰です。

▶問合先
　役場産業振興課（☎62－2416）

児童生徒の就学援助費支給制度のお知らせ

町内の小・中学校に児童生徒が在学する家庭で、経済
的にお困りの家庭に、学用品、通学費、給食費、修学旅
行費などの一部を援助する制度です。
次のような認定基準に該当している家庭の児童生徒が

対象となります。
•生活保護法に基づく保護の停止または廃止の家庭
•町県民税の非課税または減免の家庭
•児童扶養手当の支給を受けている家庭
▶問 合 先　町教育委員会教育課（☎６２－２４２２）

平成17年度スポーツ少年団団員募集

度会町スポーツ少年団では、町内小学新３年生から新
６年生の団員を募集しています。
詳しくは、次の担当者までお問合せください。

ソフトボールチーム
『一之瀬スポーツ少年団』
（男子）門野宮生（☎６２－２１５８）

東谷　博（☎６２－０８１５）
高橋虎彦（☎６５－００６２）

（女子）西岡一文（☎６５－０４４５）
山本宏一（☎６５－０８４９）
高橋　渡（☎６５－０５２４）

『中川スポーツ少年団』
（男子）北川俊一（☎６４－０５６０）
（女子）世古武弘（☎６４－００１２）
『小川郷スポーツ少年団』
（男子）橋本和彦（☎６２－０１０９）

陸上競技
『内城田スポーツクラブ』
（男子・女子）舟瀬　勝（☎６２－０３５６）

森本和義（☎６２－１６４０）

伊勢地域農業共済事務組合職員を募集

▶採用予定者人員　事務職１人
▶採用予定年月日　平成１７年４月１日
▶受験資格　昭和５４年４月２日～昭和６２年４月１日

生まれの方で、伊勢市、志摩市磯部町およ
び度会郡大宮町に通勤可能な方（男女問わ
ず）。なお、地方公務員法第１６条（欠格
条項）に該当しないこと。

▶採用試験　第１次試験　２月２７日（日）
：教養試験・適正試験

第２次試験　３月中旬：面接・作文
▶申込受付期間　２月９日（水）～１６日（水）
※土曜・日曜・祝日を除く、午前８時３０分～午後５時
なお、郵送の場合でも２月１６日（水）必着とします。
※受験申込書は２月１日以降に当組合で交付します。
▶問 合 先　伊勢地域農業共済事務組合

（☎２８－３３５０）

無料法律相談所を開設

三重県司法書士会伊勢支部および三重県消費者問題対
策委員会では、無料法律相談所を開設します。
▶開設日時　２月１９日（土）　午前１０時～午後３時
▶開設場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
▶相談内容　相続・贈与・売買などの不動産登記全般、会

社の設立・増資・役員の変更などの商業登記
全般、クレジット・サラ金など多重債務、自己
破産・調停・個人再生手続き、法律扶助の方
法、訴え、その他裁判所提出書類作成など

▶問 合 先　三重県司法書士会伊勢支部
（☎０５９９－７２－０５１０）
三重県消費者問題対策委員会
（☎２１－３１２０）

平成17年度銃砲刀剣類登録審査会を開催

県教育委員会では、平成１７年度銃砲刀剣類登録審査
会を開催します。
登録には、登録手数料などが必要です。
月　日（曜日） 会　場 時　間
　４月１９日㈫ 県 津 庁 舎

各日ともに

午前10時
～11時30分

午後１時～２時

　５月１０日㈫ 県 熊 野 庁 舎
　６月１４日㈫ 県 鈴 鹿 庁 舎
　７月１２日㈫ 県 伊 勢 庁 舎
１０月１８日㈫ 県 津 庁 舎
１２月１３日㈫ 県 上 野 庁 舎
平成１８年
　２月１４日㈫ 県 松 阪 庁 舎

※受審者の人数により午前の受け付けであっても午後の
審査となることがあります。
▶問 合 先　県教育委員会事務局文化財保護室

（☎０５９－２２４－２９９９）

平成17年４月から児童館『児童クラブ』を開設

旧役場跡地に建設している『度会町地域交流センター』
内に、子育てを支援するための児童館 呼称『児童クラブ』
を開設します。
利用者の対象を、原則小学校１年生から３年生として、
日曜・祝日などを除き開設する予定です。
利用者の募集など詳しくは、２月下旬頃に町内各保育
所や小学校を通じて配布することとしていますので、あ
らかじめご了解ください。
▶問 合 先　町教育委員会教育課（☎６２－２４２２）
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２月の町税
 固 定 資 産 税　第 ４ 期

  国民健康保険税　第 10 期

シリーズ今夜の夕食

作
り
方

野菜は、ビタミンや高血圧を予

防するカリウムなど、ミネラルの

重要な供給源です。また、動脈硬

化を予防する食物繊維も多く含ん

でいます。

不足しがちな野菜を、温野菜に

してたっぷり食べましょう。

じゃがいも入りロールキャベツ

●問い合わせは、町保健センター、子育て支援センター（☎62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

３月４日（金）
３月18日（金）
時　間：午前10時～正午
場　所：町子育て支援センター
対　象：保育所に行っていないお子さん

３月22日（火） 一之瀬公民館
３月25日（金） 麻加江生活改善センター
３月28日（月） 中央公民館
時間：午前10時～11時30分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊び

など
対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時15分～１時45分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：
原則として
•２か月児健診
平成17年１月生まれのお子さん

•７か月児健診
平成16年８月生まれのお子さん

•12か月児健診
平成16年３月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として奇数月生
まれの１歳までのお
子さん

３月９日（水）《ひよこグループ》
３月11日（金）《うさぎグループ》
時　間：午前10時～正午ごろ
場　所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

受　付：午後０時45分～１時
場　所：町保健センター
対　象：平成13年７月・８月生まれの

お子さん

❶キャベツはゆで、水気を切り、芯をそぎとる。
❷じゃがいもは、大きければピンポン球の大きさに切る。
❸玉ねぎ、にんじんは、細かいみじん切りにし、パン粉を合わせておく。
❹合びき肉にＡ、③、卵を加えて練り、８つに分け、じゃがいもの周り
にはりつけ、キャベツでつつむ。

❺④の巻き終わりを下にして鍋に並べ、湯を注ぎブイヨンをくずし入れ、
塩、こしょう、ローリエを入れ５分ほど煮る。さらに、ケチャップを
入れ落としぶたをし、中火で２０～３０分ほど煮込む。

❻スープごと取り分け、パセリのみじん切りを飾る。

地区巡回広場わたぼうし

乳児健診および育児相談
３月16日（水）

遊・友・YOUくらぶ３歳６か月児健康診査
３月２日（水）

わたっこ広場開放

おめでた

温野菜料理
度会町食生活改善推進協議会

作
り
方

おくやみ

12月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
栗原　由

ゆ

宇
う

 孝嘉 下久具
中西　優

ゆう

陽
ひ

 完 牧　戸
堀本　蒼

そう

汰
た

 信 田　口
岡村　頼

らい

於
お

 秀樹 棚　橋
間道　由

ゆ

希
き

恵
え

 俊之 立　岡
山本　真

ま

菜
な

 裕一 麻加江
仲村　隆

りゅう

ノ
の

輔
すけ

 隆弘 注連指
牧野　琴

こと

 学 長　原
坂谷　幸

こう

紀
き

 剛志 牧　戸

材料（４人分）
キャベツ ８枚
じゃがいも
（ピンポン球の大きさ） 小２個
玉ねぎ 50ｇ
にんじん 20ｇ
パン粉 大さじ３
合びき肉 200ｇ

Ａ　塩 小さじ４分の１
　　こしょう 少々
卵 １個
湯 2.5カップ
チキンブイヨン １個
塩・こしょう 少々
ローリエ １枚
トマトケチャップ 大さじ３
パセリ（みじん切り） 適宜

12月中に届出のあった方 （敬称略）
 名　前　 年齢 字名
東出　建吾 ８２ 大野木
中井　キヌ ８９ 棚　橋
井戸本よ  ８６ 牧　戸
飯田　三光 ６３ 棚　橋
玉村　ふ  ７９ 田　間
泰道　雄次 ６８ 小　川
小谷　よし ８５ 川　上
谷口　すへの ８９ 麻加江
松阪　宇治郎 ６８ 大野木

（№ 475）21
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 広
報
わ
た
ら
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は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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去る１月９日、成人式終了後、晴れて大人の仲
間入りをされた新成人の皆さんが参加し、お祝い
のパーティーが行われました。
久しぶりに再会した友人たちと思い出話や近況
談話、また写真などを撮りあい、楽しいひととき
を過ごしていました。
成人式での思い出を大切に、これからもがん
ばってください。

一
日
一
歩

今
月
号
の
『
か
が
や
け
！
わ
た
ら
い

人
』
杉
本
将
友
さ
ん
。
全
国
高
校
駅
伝
か

ら
１
か
月
も
経
た
ぬ
１
月
23
日
、
全
国
都

道
府
県
男
子
駅
伝
で
５
区
に
出
場
！
６
人

抜
き
を
し
、
入
賞
圏
内
の
７
位
に
戻
す
快

走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
正
月
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
奥
田

実
さ
ん
（
大
野
木
）
が
、
８
区
で
区
間
賞

を
獲
得
す
る
な
ど
、
町
内
出
身
の
若
者
た

ち
が
、
い
ま
輝
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

町のうごき
人　口 男　4,577（＋ 4） 出生　 9

女　4,829（＋ 1） 死亡　 9
計　9,406（＋ 5） 転入　23
世帯数2,737（＋ 5） 転出　18

今 月 の 表 紙

平成16年12月31日現在
（　　）内は前月比

杉　本　将
ま さ

　友
と も

 さん（大野木） 18歳／A型

上野工業高校３年生、度会町を離れ、下宿生活をしています。

昨年１２月２６日に行われた全国高校駅伝で３区に出場、一気

に１２人を抜く快走をし順位を上げた。

なぜ上野工業高校

に入学したのか

駅伝では県下で一番強く、全国高校駅伝出場
の常連校である上野工業高校で自分を磨き、駅
伝メンバーに入り、全国高校駅伝に出場したい
と思ったからです。
また、自分には工業の勉強が向いていて、部
活と勉強の両方をがんばれると思ったからです。

全国高校駅伝に

出場して

最高の舞台で全国の強豪たちと走れて、とて
も良い経験ができました。この経験を生かし、
もっと強くなりたいと思いました。

走ることに

ついて

内城田スポーツクラブの監督の舟瀬さん、コー
チの森本さんのお二人に指導をしていただき、
走る楽しさを教わりました。

学校生活に

ついて
自分の周りには楽しい友達が多く、毎日が飽

きないぐらい楽しいです。

私生活に

ついて

食事は下宿先のおばさんが作ってくれますが、
自分の食べた食器、弁当箱は自分で洗い、洗濯
も自分でしなくてはいけないので大変です。
休日は下宿でゴロゴロしています。

将来の夢は
箱根駅伝に出場し、将来は指導者になり、陸
上を通じて子どもたちに、いろいろなことを教
えたいと思っています。


